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る人の割合は、平成 8 年は全体の 12％であるが、平成 23 年には 23％にまで増加している。
伸び率が最も大きいのは、平成 15 年から平成 19 年にかけてで、経済危機の影響によって
物価の安い地方や農村の生活に魅力を感じる人が増加していることが推測される。また、
内閣府による「食料・農業・農村の役割に関する世論調査」（2009 年）では、食料の国内生
産について 1987 年から 2008 年にかけて、「外国産より高くても国内で生産すべき」という
回答が、71％から 94％まで増加している。また「安ければ輸入した方がよい」という回答
は、20％から 3％に激減している。さらに「自給率を高めるべきか」という問いに関しては、












22.8 49.8 17.9 8.8 0.8
平成19年5月調査
（注１）（1,827人）
24.4 51.6 15.1 7.9 1.1
平成15年12月調査
(注２)（2,113人）
12.2 44.6 25 15.2 2.9
平成11年7月調査
(注３)（2,137人）
13.1 46.1 21.6 16.8 2.4
平成8年1月調査
(注4)（2,282人）




























































































第二に、様々な 6 次産業化の事業の開業の 2006 年から 2010 年伸び率（表１－２）にお





























いては、農産加工が 42.9％、貸農園・体験農園が 45.1％、観光農園が 15.7％、農家民宿が
34.5％、農家レストランが 60.6％とあり、農家レストランの伸び率が最も高い。 
 




























2006年　　　　　 2,009,380 1,655,999 353,381 23,913 331,347 4,023 7,579 1,492 826 ― 12,329
2010年 1,679,084 1,327,590 351,494 34,172 329,122 5,840 8,768 2,006 1,248 445 3,215
2006年　　　　　 100 82.4 17.6 6.8 6.8 1.1 2.1 0.4 0.2 ― 3.5
2010年 100 79.1 20.9 9.7 93.6 1.7 2.5 0.6 0.4 0.1 0.9




























































































































年から 2012 年の 10 年間であり、研究対象地域は宮城県とした。 






















第三に、地理的な分布を考慮し、仙台より北の地域から 4 軒、仙台市から 2 軒、仙台よ
り南の地域から 3 軒選定した。 
 










1 芭蕉庵 七ヶ宿町 1999
2 ひっぽ 丸森町 1999





5 もろや 仙台市 1999
6 ふみえはらはん 加美町 1996
7 蔵楽 田尻町 1999
8 ライスフィールド 色麻町 1998
9 のんびり村 石巻市 1993






 第 1 章では、グローバリゼーションや高度経済成長に伴う都市と農村、食と農の乖離等
の社会変化を整理する。その上で、都市と農村の関係を構築するニーズの高まりを指摘し、
本研究の目的と課題を述べる。 
 第 2 章では、日本の農家レストランの特質をヨーロッパとの比較、誕生の背景等の視点
から明確にする。 
 第 3 章では、東北地域と宮城県の農家レストランの特徴を整理し、地域資源（生活の営
み）の活用目的を軸に、調査対象事例を類型化する。 
 第 4 章では、地域資源（生活の営み）の活用によって、地域内外の交流拠点の創造を重
視している「交流・場作り型農家レストラン」における地域資源（生活の営み）活用の意
義と活用の経緯、農業経営・地域・都市住民への効果について整理する。 
 第 5 章では、地域資源（生活の営み）の活用目的を、主に「飲食店としての付加価値化・
自立経営」に置いている農家レストランにおける地域資源（生活の営み）活用の意義と活
用プロセス、農業経営・地域・都市住民への効果について考察する。 



























































































［１］ 古沢広祐（2013）：「歪むグローバル化がもたらす世界」、『農業と経済』2013 年 9 月号 第
79巻 第 8号、pp.5-6 
［２］ 中野一新・岡田知弘（2007）：『グローバリゼーションと世界の農業』、㈱大月書店、p.3 






   http://www8.cao.go.jp/survey/h23/h23-sinrin/2-3.html  
   最終アクセス日（2013 年 12月 30日） 
［８］内閣府（2009）：「食料・農業・農村の役割に関する世論調査」ホームページ
http://www8.cao.go.jp/survey/h20/h20-shokuryou/2-1.htm 




［１１］世界農林業センサス（2010）：「農業・農村の 6 次産業化総合調査結果」 
http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?bid=000001035149&cycode=0  









































































































景については、事例にもとづき第 4 章、第 5 章で説明をする。 













推移を図３－１に示した。農家レストランは平成 17 年から平成 22 年にかけて、820 件か










出所：「6 次産業化の推進状況について（農林水産省）」（2011 年）[１０]より大友作成 
 
農家レストランの全国的な分布については、図３－２に示した。この調査結果によると、











































設併設型で全体の 27.3％を占める。3 位が公共施設内で 10.4％となっている。本研究では、
数が最も多い単独の形態を対象としている。 
 













































































































トランを 6 次産業化の一形態として捉え、更なる情報発信による成長が期待されている。 
また、2013 年の 6 月に発表された安倍政権の「成長戦略（日本再興戦略）」では、「6 次産














起業としても期待されている。図３－４には、平成 9 年から平成 22 年にかけての農村女性
起業数の変遷を示した。農村女性起業数は全国的に増加傾向にあり、平成 9 年に約 4000 で
















































































































































































（最終アクセス日 2014 年 1 月 15 日） 
（註６）「食の安心・安全」への関心の高まりから食の原点回帰が起こり、農家レストランに期待が
集まっていることについては、高桑［１６］がある。 






農業振興課内海氏へのヒアリングより）、2014 年 1 月 10 日 
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（註９）日本経済新聞「今日のキーワード」、2013 年 11 月 25 日 電子版より引用
http://www.nikkei.com/money/investment/toushiyougo.aspx?g=DGXNASFZ2102R_2211
2013K10600 

















（註１７）2013 年に大友が宮城県の農家レストラン経営者 10 人に対して実施した面接調査では、農
家レストラン経営者は 50 代～60 代の年齢層が最も多く、インターネット等による積極的






















［５］ 宗田好史（2012）：『なぜイタリアの村は美しく元気なのか』、学芸出版社、pp.17-25  
［６］ 大友和佳子（2013）：「農家レストランの経営目的とその実現手段に関する一考察 

























［２０］大西敏夫（2012）：「農業の６次産業化の今日的意義」、和歌山大学 経済理論 368 号 
［２１］中村貴子（2002）：「食文化型アグリビジネスの成立の条件」、『農林業問題研究』、第 38 巻
第 2 号 
 32 
 













件数は、1 位が福島県で 59 件、2 位が山形県で 50 件、3 位が宮城県で 46 件、4 位が岩手



















































トランに関する情報発信は、地域づくり関連の NPO によって支援されている（註 2）。秋
田県の農家レストランは、自然公園の近くや農村部が多く、周辺の風景や、イベント、他
の観光拠点との組み合わせの中で価値を提供している。農家レストランは、今後秋田県の



























んびり村」（1993 年開業）と加美町の「ふみえはらはん」（1996 年開業）の 2 件である。
この 2 件の農家レストランは、先駆的事例として注目され周囲の農家レストランを牽引し
ている。こうした宮城県の農家レストランの誕生の歴史的背景には、県の政策的支援によ






農家レストランが誕生した。1997 年から 2000 年にかけて、県のグリーンツーリズム事業
に、本格的に農家レストランが位置づけられ支援が開始された。こうした支援を後押しに、




















No レストラン名 所在地 提供料理の特徴
1 蔵王ハーブファーム 大河原町 自家製ハーブ使用料理
2 旬の食 七ヶ宿町 乙女のそうめん、きのこ汁
3 農民そばや「芭蕉庵」 七ヶ宿町 七ヶ宿町の蕎麦を使った手打ちそば
4 小原なごみ茶屋 白石市 寒くずいりそば、ざるそばセット
5 ひっぽ 丸森町 しし膳、ひっぽ膳、あぐだもぐだカレー
6 味の里 丸森町 うどん・麦とろ
7 いにしえの館「たてのいえ」 名取市 重要文化財の家と地域生産物を使用した郷土料理
8 旬菜館 亘理町 はらこめし、地域農水産物を使用した日替わりランチ
9 秋保べジタクラブ 仙台市 無農薬野菜と山菜のコース料理　ふるさと膳
10 ふみえはらはん 加美町 あいがも農法の有機米、自家と地域の野菜を使用したこだわり料理
11 オリザの森 加美町 コーヒー、紅茶、中国茶、
12 小野田サフォーク亭 小野田町 宮内ご用達の羊肉を提供、ジンギスカン料理
13 ライスフィールド 色麻町 地元産無農薬米、山菜、川魚等おいしくて安全な料理
14 農家レストラン「蔵楽」 田尻町 ソーセージ作り、そば打ち体験等レストラン、豚のあら汁
15 つきたて餅 宮崎町 県内生産一位の地場産餅米と地場の小豆、ヨモギを使用
16 もち茶や 宮崎町 もち弁当、地域の小豆、野菜を使用
17 農家レストラン「もんぺ」 小牛田町 地元食材を活用、おんべこ、もんぺ定食等
18 百笑村のレストラン 若柳町 沼エビ、レンコン等地元食材使用の新鮮田舎料理
19 花袋 加美町 地元産の旬の野菜
20 くんぺる 登米市 伊達純粋赤豚ロースグルセット、自家製ハム、ソーセージグルセット
21 はっと亭 登米市 牛もつはっと、小豆はっと、みそおでん
22 ファーム工房「ねむの木」 東和町 自家製そばカステラ、手打ちうどん、
23 三たてそば　すぎやま 東和町 三たてそば
24 四季食彩　野の花 登米市 南方牛の牛丼、バイキング
25 こめっこ亭 登米市 こめっこ亭セット、はっと汁、焼肉定食
26 田舎料理「ころも川」 登米市 はっと膳コース
27 慶明丸 志津川 南三陸でとれる海・山の幸を豊富に使った新鮮料理
28 はまなす工房 元吉町 あめもち、かつおもち、ほや雑煮など
29 のんびり村 河北町 地元で採れた魚介類や野菜を炭火焼きで提供
30 ひころの里 志津川町 ひころの里の松笠屋敷を活用、古代米を使用した赤ぶかしや具たくさんの汁
31 かあちゃんレストラン 栗原市 はっと定食、はっとセット
32 たかまった 栗原市 旬の野菜を使用した家庭料理
33 和花の里 東松島市 案山子御膳、実り御膳、石焼びびんば
34 浦庭 大崎市 浦庭スペシャル、浦庭シャトル
35 もちべえ 大崎市 季節のおすすめ味彩膳、ふるさと膳
36 土風里 大崎市 季節料理、どぶろく
37 スローフードらんち花信風 大和町 ランチボックス
38 はなやか亭 美里町 はなやか定食、すいとん定食




41 奥のよりみち 栗原市 手打ちそば、うどん、中華料理
42 さんさん館 南三陸町 春夏秋冬農家の野菜と海の幸の料理
43 ごはんやちょっこら 仙台市 煮物やおひたしなどの野菜料理
44 もろや 仙台市 旬の野菜を中心とした野菜創作料理
45 農家レストランボンディキッチン 村田町 地元食材を生かした洋食料理店


























立地 開業年 食材原産地 主要食材 主要メニュー 調理方法


















































































































































































































































































































































































































































専業農家 生計を立てる柱 （高） 500万円
9 のんびり村 専業農家 多角経営の一環 （低） 300万円






















































































































る。よって、第 4 章と第 5 章では、ビジネス性の大小を基準に農家レストランを類型化し
た上で、それぞれのタイプへの考察を行いたい。第 4 章では、主にビジネスとしての、飲
食店の自立度が低く地域活性化志向の高いケースを取り扱う。事例としては、蔵楽、たて






























（最終アクセス日 2014 年 2 月 3 日）より 
（註３）データは、（財）都市農山漁村交流活性化機構「グリーンツーリズム」、ホームページより抜
粋 http://www.kouryu.or.jp/gt/restaurant/jdr028000000g9zm.html  
（最終アクセス日 2013 年 12 月 23 日）より 
（註４）データは、（財）都市農山漁村交流活性化機構「グリーンツーリズム」、ホームページより抜
粋 http://www.kouryu.or.jp/gt/restaurant/jdr028000000g9zm.html  
（最終アクセス日 2013 年 12 月 23 日）より 
（註５）「みやぎ型グリーンツーリズム」、ホームページによる
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/nosonshin/gtsuisinhoko2.html  
（最終アクセス日 2013 年 12 月 23 日）より 




［１］世界農林業センサス（2010））：「農業・農村の 6 次産業化総合調査結果」 
ホームページ http://www.maff.go.jp/j/tokei/census/afc/2010/gaiyou.html  

















































































































































































































































































第二に、地域への効果について述べる。S 氏は、毎年 10 月の新蕎麦祭りや、年間を通した
ピザ釜による交流、小学生の農業体験旅行の受け入れなどを含めると、年間平均約 3000 人
弱の交流人口を地域に生み出している。加えて、蔵楽に都市住民が訪れている様子を見て、









































































H 氏の農業経営は兼業で、生産している食材は主に米と野菜である。農業生産は H 氏と
















































































さらに、直売所の活動を契機に、2001 年には名取市内の農家女性総勢 16 名によるサンサ
ンメイトという女性の直販グループが誕生している。サンサンメイトは、低農薬で安心で
きる野菜を生産し販売することを合言葉とした総勢 16 名のグループである。売上は平均年































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（註３）当時の町のグリーンツーリズム委員会において S 氏は委員長を務めている。× 
（註４）たてのいえは、2011 年の東日本大震災から 2014 年 1 月現在まで、休業中である。 
（註５）味噌作りの会では地域の農家の女性たちを対象に、主に年配者から若いお嫁さんに、地域の
大豆を使用した味噌の作り方を伝承している。この取り組みは 2013 年時点でも年に 1 回の
ペースで継続しており、現在は農家以外も含めて地域の女性 20 名ほどが参加し、地域の交
流の場となっている。 
（註５）直売所「旬の情報館」は、2011 年の東日本大震災から 2014 年 1 月現在まで、休業中である。 
（註６）当初、加美町では男性を海外派遣したが、帰国後に新しい動きが生まれなかったことから、
期待を込めて女性を海外派遣した（2013 年 ふみえはらはん S 氏へのインタビューより）。 
（註７）ふみえはらはんにおける第一の経営目的は「地域の活き活きとした暮らしの再生と維持、農
村文化の再生」にあるが、それを継続させるために経営的な収益を上げることにも気を配っ






































































成長に伴い人口の流出が続き、過疎高齢化が進展している。1950 年に 5,536 人だった人口
は 2013 年には 1,579 人まで減少し、高齢化率は 41.2％である（註１）。 
七ヶ宿町は、福島県と山形県に隣接し、かつては奥州街道沿いの宿場町として参勤交代の
大名行列で栄えた町である。町の面積の 90％以上は山林で、農林業が町の主産業である。
2006 年の町全体の農業産出額は、8 億 5 千万円（註２）で、主要品目は、水稲、いちご、
梅、柿、蕎麦等である。2010 年の観光入込客数は、観光統計概要によると 533,956 人で（註
３）観光による地域づくりが推進されている。地域の主要課題は、人口流出と農地の担い





































っている。レストラン運営には、Y 氏と妻、息子、アルバイト 4 名の計 7 名が携わり、農
業生産は Y 氏のみが担当している。営業期間は通年であるが、冬は雪が平均１ｍほど積も
り交通が不便になるために、お客が多く訪れる繁忙期は 4 月から 12 月までである。2010






























































表５－２は、2001 年から 2011 年の主要な経営実績（売上、純利益、売上純利益率、年
間入込客数、営業日数、客単価、日販の推移）を示したものである。売上は、開業時の 1999
年が 1,794 万円で、その後は 1,300 万円から 1,800 万円台で推移している。純利益は、300
万円台から 700 万円台で変動し、売上純利益率は 2006 年までは 20％台であるが、2007 年
以降は 30％台をキープし増加傾向にある。これは、開業後７年を過ぎ、初期投資等が減少
し店舗が軌道にのってきたためだと考えられる。年間入込客数については、開業当初の目











年 売上（円） 純利益（円） 売上純利益率（％） 年間入込客数（人）
2001年 17,939,590 4,836,908 27 15,116
2002年 18,336,870 5,398,065 29 14,987
2003年 14,925,820 3,080,724 21 12,905
2004年 16,755,255 4,672,539 28 14,221
2005年 13,182,475 3,103,508 24 11,156
2006年 14,749,285 3,465,467 24 12,689
2007年 16,650,830 5,004,448 30 13,990
2008年 17,647,215 6,110,475 34 14,624
2009年 17,350,710 7,018,990 40 14,575
2010年 15,584,525 5,108,012 32 13,285
2011年 14,377,220 4,641,455 32 12,491
年 営業日数（日） 客単価（円） 日販(円）
2001年 256 1187 70,077
2002年 261 1224 70,256
2003年 229 1157 65,178
2004年 230 1178 72,849
2005年 186 1182 70,874
2006年 216 1162 68,284
2007年 297 1190 56,063
2008年 310 1207 56,927
2009年 303 1190 56,927
2010年 305 1173 51,097










































































































































































































ある妻と息子の 3 人分の所得が生み出されている。 
第二に蕎麦粉の直接購入者が生まれている。2013 年 12 月時点では 8 名の蕎麦の定期購
入者がいる。 
第三に、漬物の贈答品化等新しい商品開発とそれによる収益がある。2013 年現在の漬物
の売り上げ目標値は、300 円×10,000 パックである。 
 
（２）地域への効果 
芭蕉庵が地域に与えた効果として、次の 5 点を指摘できる。 




街道では、年に１度新そば祭りが行われ、町の PR へとつながっている。2012 年の新そば



































                  出所：大友作成 
 
第一次産業については、総生産額・従業員数ともに多くなく、農業産出額は 2011 年に
55 億 6 千万円（註６）である。主要品目は、米、麦、大豆、そば、野菜で、米の占める割



























年までの年間入込客数は、1,700 人から 2,700 人の間を変動している。2011 年は東日本大












































































































































































































































































































































































































































データは宮城県七ヶ宿町ホームページ（2013 年） 人口、高齢化率  
http://www.town.shichikashuku.miyagi.jp/ 2013 年 7 月 21 日アクセス、より引用 
２）データは patmap 市町村統計情報 農業産出額（2006 年） 
http://patmapjp/CITY/04/4302/4302_SHICHIKASHUKU_nogyo.html  
2013 年 7 月 21 日アクセス、より引用 
３）データは宮城県七ヶ宿町役場 観光課担当者へのヒアリング（2012 年 7 月 18 日実施）による 
４）買い取りは、わらびが１㎏ 680 円で合計 1 トンを 8 名の住民から買い取っている。きゅうりは
１㎏ 200 円で合計 1.5 トンを 5 人から買い取っている。しその実は、100ｇ200 円で合計 30 ㎏
から 40 ㎏を 3 名から買い取っている。 
５）データは宮城県観光統計概要 
http://www．pref．miyagi．jp/kankou/topics/H21gaiyou．pdf  
2009 年 7 月 21 日アクセス、より引用         
６）データは農林水産省 東日本大震災関係統計情報（2012 年） 年被災市町村別農業産出額
http://www．maff．go．jp/j/tokei/saigai/pdf/hisai_sanshutsu_11．pdf  





































































































































蔵楽 たてのいえ ふみえはらはん 芭蕉庵 もろや








後継者 相談中 相談中 相談中 有り 有り
ブログ等の情
報発信
なし なし 有り 有り 有り
売上・集客管
理













































































































































































































































































































































流ネットワーク」の会員のうち、農家レストランを利用したことのある 48 名         
（性別：男性 20 名、女性 28 名）。性別・年齢別構成は次の通り。 
 









                  出所：大友作成 
 
■アンケート項目・内容： 











アンケート回収結果： 回収枚数 47 枚  
■農家レストラン訪問回数 
 




 アンケート調査対象者の農家レストランの訪問回数は、１回が 18名、2回～5回が 15名、









女性 10名 12名 5名
男性 12名 7名 1名
計 22名 19名 6名
1回 2回～5回 5回～10回 10回以上
18名 １５名 2名 7名
 96 
 


























































の不足」が 9 人、「予約制が多くふらっと立ち寄ることができない」が 8 人、「情報発信不
足で営業時間がわかりづらい」が 8 人、「交通の便が悪く場所がわかりづらい」が 7 人、「飲


















































































                 出所：大友作成 
 
農家レストランへの期待の１位は「飲食店としての質の向上と PR」が最も多く、28 人


































































の購入開始」等の、行動レベルでの変容が 9 名である。 
アンケート対象人数 47 名中、意識または行動レベルで変容が起きた、と回答している人

















































































■調査実施期間 2013 年 8 月 7 日 











                  出所：大友作成 
 
 この調査結果によると、訪問客の満足度は１位が経営者である S 氏とのコミュニケーシ





順位 景観 食材（鮮度・味） ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾝ 料理の仕方 店の雰囲気
1位 1 3 8 2 5
2位 2 10 3 2 1
3位 1 3 3 7 4
4位 2 1 2 4 8








る（表補－９）。20 名中 8 名は「S 氏とのコミュニケーションが良かった」と述べており、








■調査実施期間：2012 年 8 月中１ヶ月 








































   
表補－10 もろやへの満足度調査 
 
                 出所：大友作成 
 
この調査結果によると、都市住民の満足度は 1 位が食材（鮮度・味）、2 位が料理の仕方、






















順位 景観 食材（鮮度・味） ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 料理の仕方 店の雰囲気
1位 7 18 8 12 10
2位 2 7 13 18 10
3位 10 8 17 7 8
4位 14 1 2 8 16




































































































































































































































































2014 年 9 月 
 
                                  大友 和佳子 
  
  
 
 
